
「打ち豆入り春巻き」 

（2019年 2月 18日～20日） 
「打ち豆入りキーマカレー」 

（2019年 5月 9日、10日） 

「麩と大麦入りコロッケ」 

（2020年 2月 18日～26日） 

福井市では地元で獲れた大豆から作られた生豆粉と煎り挽割大豆を、南三陸町
では海産物のタコと秋鮭、野菜の小松菜をテーマ食材として献立考案をした。 

福井市へ現地視察に行き、生産者様からテーマ食材についての講義ならびに実
習をしていただいた。また、福井市教育員会保健給食課の栄養士の方と、給食提
供の時期や献立内容についてのミーティングを行った。 

南三陸町へ現地視察に行き、栄養教諭の高橋先生から南三陸町の学校給食に
ついてご講義をいただいた。その後、自然環境活用センターの方から南三陸町の
海産資源についてオンラインによるご講義をいただいた。 

福井市の過去の学校給食献立の分析を行い、献立検討を行った。その結果、主
菜を鮭の 2 種の大豆衣揚げに決め、試作を繰り返した。検討内容は食感を高め
るために小麦粉を米粉に変更し、煎り挽割大豆の使用割合を増やした。 

上記の写真が実際に提供された給食写真である。主菜は調理をする上で、作業
工程の効率を良くするため、鮭を切り身からサイコロ状に変更した。 

食育活動では、テーマ「大豆の栄養と加工食品」としポスターを作成、市内の小中
学校に掲示した。上記の写真にあるように、当日は学生の作成したポスターが掲
示されいる横に、小学校で作成したポスターが掲示されていた。 

南三陸町の過去の学校給食献立の分析を行い、献立検討を行った。その後、試
作を繰り返した。検討内容は主菜の衣に使用するじゃがいも、汁物に使用するタ
コの切り方について、仕上がりの食感と視覚的にも良くなるように工夫した。 
 

上記の写真が実際に提供された給食写真である。鮭のじゃがいも衣揚げは、秋
鮭とじゃがいもがとても良く合っていた。汁物のミネストローネは、タコの食感も良
く、スープにタコの旨味が広がっていた。 

食育活動では、テーマ「南三陸町と海産物について」とし、事前に栄養教育の風
景を DVDに撮影した。当日は給食提供前に録画を視聴してもらい、その後にオン
ラインによる質疑応答を行い児童との交流を図った。 

「金福・銀福スイカと油揚げ」 
（2019年 7月 1日） 

2020年度 共立女子大学・短期大学 「地域連携プロジェクト」 
 

南三陸町と福井市における学校給食の献立考案について 
 

 
【概要】  

 

 

 

 

 
 

 

【プロジェクト実施内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果報告】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】  

 

 

 

 

 

【謝辞】  
  

家政学部食物栄養学科 給食経営管理研究室 木下伊規子  食物栄養学科管理栄養士専攻４年 青木優実・新井千夏・永田友紀 

 

本プロジェクトでは、本学の学生が各地域の特産品を使用した学校給食の提供や食育活動を通じて、学校及び学校給食に携わる先生方に始まり、現地の児童及び生

徒、各特産品の製造及び販売に携わる生産者様や各地域の魅力を伝えるために日々活動をしている方々と様々な交流をすることができた。地域・産業の振興に寄与するこ

とを目的として始まった地域連携活動は、それぞれの地域の特産品の普及や地産地消に貢献するだけでなく、普段は関わることのできない現地の人々との交流の場ともな

り、地域連携活動を行っていくことはとても重要であると感じた。 
 

本学は 2017 年に福井市と地域振興や人材の育成および教育・学術研究の推進に寄与することを目的とし、連携協力に関する協定を締結した。これを機に本研究室では 2018 年

度に福井市の伝統食材である打ち豆、2019年には福井市産の大麦に注目し、学校給食の献立を考案するとともに、給食の時間を利用して児童・生徒に食育活動を行ってきた。 

2020年は福井市のみならず、同じく 2019年に本学と連携協力に関する協定を締結した南三陸町を加え、福井市は生豆粉、煎り挽割大豆、南三陸町はタコ、秋鮭、小松菜などを利

用した学校給食の献立を検討した。2 月に福井市ならびに南三陸町で現地視察を行い、その後、本学にて試作を繰り返し、献立を考案した。さらには、食育活動として福井市は「大

豆の栄養と加工食品」をテーマにポスターを作成し、市内小中学校に掲示をした。南三陸町では「南三陸町と海産物について」をテーマに栄養教育を給食提供時に行う予定であった

が、新型コロナウィルス蔓延防止対策のため現地には出向かず、事前に録画をした DVDを視聴してもらい、その後に南三陸町立入谷小学校 6年生の児童の方々と交流を行った。 

本プロジェクトを遂行することにより、福井市ならびに南三陸町ともに、児童・生徒に地産地消の大切さをより深く理解してもらい、地域活性化の一助となった。また、それぞれ地元

のメディアに取り上げてもらい、本学の知名度向上に少なからず貢献したのではないかと考える。 

本プロジェクトを行うにあたり、大変お世話になりました福井市ならびに南三陸町のご関係者の方々に心より感謝申し上げます。プロジェクト資金ならびに学内の関係者の

皆様に多大なるご助力を賜りましたことに厚くお礼申し上げます。福井市ならびに南三陸町の児童・生徒の皆さまの健やかなる心身のご成長を心よりお祈り申し上げます。 
 


